
　
　
　
　

石
山
寺
蔵
仏
説
太
子
須
陀
拏
経
平
安
中
期
点
に
お
け
る
訓
読
語
の
文
体　
　
　
　
　
　
　
松　

本　

光　

隆

　
　
　
　
　
　
　
　
【
キ
ー
ワ
ー
ド
】　

仏
説
太
子
須
陀
拏
経
平
安
中
期
点
、
天
尓
波
留
点
（
別
流
）、
説
話
漢
文
の
訓
読
文
体
、
天
台
宗
山
門
派

　
　
　

は
じ
め
に

　

本
稿
に
取
り
上
げ
よ
う
と
す
る
石
山
寺
蔵
仏
説
太
子
須
陀
拏
経
平
安
中
期
点
は
、
小

林
芳
規
博
士
を
フ
ァ
ー
ス
ト
オ
ー
サ
ー
と
し
て
、
昭
和
五
十
九
年
五
月
に
、
鈴
木
恵
氏

と
稿
者
が
連
名
で
、『
訓
点
語
と
訓
点
資
料
』
誌
、
第
七
十
一
・
七
十
二
輯
合
併
号
と
し

て
公
に
し
た
資
料
で
あ
る
。
同
誌
に
は
、
小
林
芳
規
博
士
の
解
説
論
文
と
共
に
、
広
島

大
学
大
学
院
博
士
課
程
後
期
の
国
語
学
演
習
に
お
い
て
、
小
林
博
士
の
ご
指
導
の
下
に

作
成
し
、
後
、
改
訂
し
た
訓
読
文
と
、
模
写
本
文
、
語
彙
索
引
、
漢
字
索
引
を
掲
載
し

た
も
の
で
あ
る
。

　

本
稿
は
、
こ
れ
を
元
に
、
同
資
料
の
説
話
漢
文
の
訓
読
語
の
文
体
に
つ
い
て
、
小
林

博
士
の
解
説
に
若
干
の
補
論
を
記
そ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

仏
説
太
子
須
陀
拏
経
平
安
中
期
点
の
書
誌
事
項
は
、
小
林
博
士
の
「
石
山
寺
蔵
仏
説

太
子
須
陀
拏
経
平
安
中
期
点
の
訓
読
語
に
つ
い
て
」（
以
下
、
小
林
解
説
と
称
す
る
）
に

詳
し
い
の
で
、
御
稿
に
譲
り
た
い
が
、
必
要
と
思
わ
れ
る
情
報
だ
け
に
つ
い
て
触
れ
て

お
く
。

　

仏
説
太
子
須
陀
拏
経
平
安
中
期
点
は
、
平
安
時
代
中
期
と
推
定
さ
れ
る
白
点
加
点
の

資
料
で
、
加
点
奥
書
は
確
認
さ
れ
な
い
。
ヲ
コ
ト
点
の
形
式
は
、
第
四
群
点
に
属
す
る

天
尓
波
留
点
（
別
流
）
で
あ
る
。
小
林
解
説
で
は
、
天
尓
波
留
点
（
別
流
）
加
点
資
料

二
点
を
取
り
上
げ
て
、「
天
台
宗
比
叡
山
で
使
わ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
」
と
措
定
さ
れ
て

い
る
が
、
築
島
裕
博
士
も
、
天
尓
波
留
点
（
別
流
）
加
点
の
十
六
資
料
を
収
集
さ
れ
て
、

「
第
四
群
点
は
、
平
安
時
代
初
期
か
ら
恐
ら
く
南
都
の
古
宗
の
間
で
成
立
し
た
の
で
あ
ら

う
が
、
平
安
時
代
中
期
以
後
に
は
天
台
宗
延
暦
寺
に
伝
り
、
恐
ら
く
平
安
時
代
中
期
頃

に
そ
こ
で
天
仁
波
流
点
・
天
尓
波
留
点
（
別
流
）
が
案
出
さ
れ
た
の
で
あ
ら
う
。（
中
略
）

そ
の
勢
力
は
微
弱
で
、
十
二
世
紀
中
葉
に
は
殆
ど
衰
滅
し
て
し
ま
つ
て
ゐ
た
」
と
述
べ

ら
れ
て
い
る（

１
）。

本
資
料
の
言
語
の
場
は
、
平
安
中
期
の
天
台
宗
比
叡
山
に
有
っ
た
と
見

る
こ
と
が
許
さ
れ
よ
う
。

　

本
資
料
に
は
、
小
林
解
説
に
「
八
、
和
文
系
の
語
詞
と
そ
の
使
用
場
面
」
と
し
て
説

か
れ
た
語
詞
、
築
島
裕
博
士
の
言
わ
れ
る
和
文
語（

２
）が
認
め
ら
れ
る
。
こ
の
和
文
語
が
、

仏
説
太
子
須
陀
拏
経
平
安
中
期
点
で
は
、
会
話
部
分
の
文
章
に
偏
っ
て
出
現
し
て
い
る
。

こ
の
事
実
は
、
稿
者
が
、
小
林
博
士
の
指
導
さ
れ
る
国
語
学
演
習
に
お
い
て
会
話
文
、

地
の
文
の
文
体
差
を
念
頭
に
発
表
し
た
も
の
で
あ
る（

３
）が

、
小
林
解
説
で
は
、
多
角
的
視

点
か
ら
用
例
を
増
や
さ
れ
、
分
類
さ
れ
て
、
詳
細
を
示
さ
れ
て
い
る
。

　

本
稿
は
、
こ
れ
を
承
け
て
、
石
山
寺
蔵
仏
説
太
子
須
陀
拏
経
平
安
中
期
点
の
漢
文
訓

読
語
の
更
な
る
文
体
分
析
を
行
お
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
特
に
、
仏
説
太
子
須
陀
拏

経
は
、原
漢
文
が
本
来
的
に
説
話
性
が
強
く
、か
か
る
漢
文
を
如
何
に
訓
読
し
た
の
か
を
、

文
体
分
析
を
通
じ
て
考
え
て
み
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
　

一
、
会
話
部
分
に
偏
る
用
語
に
就
い
て



　

一
資
料
中
の
訓
読
語
に
文
体
差
が
有
る
と
し
た
場
合
、「
ど
の
よ
う
な
文
体
カ
テ
ゴ

リ
ー
を
設
定
し
て
文
体
分
析
を
行
な
う
の
か
」、
ま
た
、「
ど
う
で
あ
れ
ば
文
体
差
と
し

て
認
め
う
る
か
」
と
言
っ
た
基
本
的
問
題
が
あ
る
。
稿
者
は
、
一
漢
文
訓
読
語
資
料
（
一

訓
点
資
料
）
の
内
部
に
、
文
体
差
を
認
め
よ
う
と
し
た
時
、
カ
テ
ゴ
リ
ー
と
し
て
ど
の

よ
う
な
単
位
を
設
定
し
て
、
一
資
料
を
分
解
し
整
理
・
記
述
す
る
の
か
。
ど
の
よ
う
な

言
語
事
象
を
捉
え
て
「
文
体
差
の
分
析
」
を
行
な
う
べ
き
か
の
課
題
に
つ
い
て
、
些
か

の
試
案
を
公
に
し
て
来
た（

４
）。

　

こ
の
旧
稿
に
お
い
て
設
定
し
た
指
標
と
成
る
文
体
分
析
の
分
類
カ
テ
ゴ
リ
ー
は
、
会

話
部
分
（「
偈
」
を
含
む
）
と
地
の
文
部
分
（
上
記
の
会
話
部
分
以
外
）
と
で
あ
っ
た
。

こ
の
根
拠
に
つ
い
て
は
、
旧
稿
に
触
れ
た
が
、「〝
会
話
部
分
の
訓
読
語
文
体
〟
対
〝
地

の
分
部
分
の
訓
読
語
文
体
〟」
と
し
て
、
漢
文
訓
読
語
と
言
う
文
章
中
の
「〝
会
話
語
〝
対

〝
文
章
語
〟」
の
類
型
と
し
て
捉
え
て
み
よ
う
と
し
た
。
言
語
事
象
と
し
て
取
り
上
げ
た

の
は
、
文
末
表
現—

旧
稿
で
は
、
最
文
末
一
語
の
計
量
的
集
計
を
行
っ
た—

で
あ
っ
た
。

そ
の
試
行
の
結
果
、会
話
語
の
文
末
表
現
は
、地
の
文
の
文
末
表
現
に
比
較
し
て
多
様
で
、

活
用
語
の
ム
ー
ド
、
モ
ダ
リ
テ
ィ
ー
表
現
に
関
し
て
豊
か
な
文
末
を
形
成
し
て
い
る
こ

と
が
判
明
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
地
の
文
の
文
末
は
、
ム
ー
ド
で
は
、
活
用
語
終
止

形
に
よ
る
終
止
法
が
中
心
で
、
モ
ダ
リ
テ
ィ
ー
の
表
現
も
平
叙
が
中
心
の
文
末
を
取
っ

て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

　

た
だ
し
、
旧
稿
に
お
け
る
文
体
差
に
つ
い
て
の
か
か
る
描
像
に
は
、
以
下
の
よ
う
な

問
題
が
横
た
わ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
も
明
ら
か
に
な
っ
て
来
た
。

　

一
、
会
話
最
文
末
と
地
の
文
最
文
末
の
集
合
と
し
て
の
整
理
に
お
い
て
は
、
地
の
文

　
　
　

文
末
の
出
現
事
象
は
、
す
べ
て
、
会
話
文
の
集
合
中
に
含
み
込
ま
れ
て
し
ま
う
。

　

二
、
便
宜
的
に
最
文
末
一
語
の
集
計
を
行
っ
た
が
、
文
末
分
節
全
体
の
分
析
記
述
が

　
　
　

必
要
で
あ
る
。

　

三
、
地
の
文
の
文
末
に
多
く
の
用
例
が
出
現
す
る
助
動
詞
「
き
」
の
分
布
を
解
釈
し

　
　
　

よ
う
と
す
れ
ば
、「
会
話
文
（
会
話
語
）
⇆
地
の
文
（
文
章
語
）」
の
対
立
だ
け

　
　
　

で
は
解
釈
が
出
来
な
い
。
取
り
上
げ
た「
法
華
経
」の
訓
読
語
を
、別
の
指
標「（
法

　
　
　

華
経
を
見
立
て
た
）
説
話
の
表
現
」
と
し
て
の—

入
れ
子
型
の—

方
法
の
問
題

　
　
　

が
関
わ
っ
て
く
る
。
即
ち
、
文
体
分
析
を
行
っ
た
際
の
指
標
が
異
な
る
場
合
、

　
　
　

い
か
に
統
合
し
て
抽
象
化
す
る
か
の
問
題
が
発
掘
さ
れ
た
。

右
の
箇
条
書
き
の
二
と
三
と
は
、
将
来
的
問
題
で
、
方
法
論
の
開
拓
が
必
要
な
課
題
で

あ
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
こ
こ
で
は
、
記
し
て
注
意
を
喚
起
し
て
お
く
に
過
ぎ
な
い
が
、

一
の
問
題
は
、
現
在
試
行
中
の
方
法
が
、
真
に
、
文
体
差
の
記
述
と
成
っ
て
い
る
か
の

問
題
で
、
少
し
く
、
解
説
を
行
う
。

　

築
島
裕
博
士
が
実
践
し
て
、
単
語
レ
ベ
ル
に
至
る
ま
で
の
記
述
を
さ
れ
た
、「
訓
読
語

⇆
和
文
語
」
の
語
彙
的
差
は
、
訓
読
特
有
語
⇆
共
通
語
⇆
和
文
特
有
語
の
集
合
が
存
在

す
る
語
彙
分
類
で
、
こ
の
語
彙
分
類
は
、
直
接
的
に
訓
読
語
⇆
和
文
語
の
文
体
差
を
記

述
し
た
も
の
で
あ
る
。
即
ち
、「
ハ
ナ
ハ
ダ
⇆
い
と
」
と
か
、
助
動
詞
「
シ
ム
⇆
す
・
さ

す
」
な
ど
の
示
す
対
立
は
、
訓
読
語
の
用
語
と
和
文
語
の
用
語
が
、
集
合
上
重
な
ら
な

い
事
態
を
多
く
示
し
、正
に
、文
体
的
な
言
語
体
系
差
と
考
え
て
も
良
か
っ
た
。
し
か
し
、

稿
者
の
旧
稿
に
お
け
る
試
行
は
、
現
段
階
ま
で
の
記
述
で
は
、
地
の
文
の
文
末
の
バ
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
は
、
完
全
に
会
話
文
末
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
含
み
込
ま
れ
る
も
の
で
あ
っ

た
。
疑
問
と
し
て
は
、
会
話
文
末
の
表
現
体
系
、
即
、
会
話
文
の
文
体
と
、
そ
れ
に
対

立
し
た
異
文
体
と
し
て
、
地
の
文
文
末
の
表
現
体
系
を
措
定
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
、

と
言
う
も
の
で
あ
る
。

　

稿
者
の
立
場
は
、
近
年
「
訓
読
語
基
調
」
と
言
う
概
念
で
、
訓
読
語
を
捉
え
直
そ
う

と
し
て
試
行
を
繰
り
返
し
て
い
る
所
で
あ
る（

５
）が
、
文
体
基
調
が
会
話
文
と
地
の
文
と
で

異
な
っ
た
印
象
（
こ
の
印
象
批
評
的
な
感
覚
に
通
じ
る
も
の
を
「
訓
読
語
基
調
」
と
し

て
概
念
化
し
、
客
観
的
に
論
じ
よ
う
と
試
み
て
い
る
）
を
生
じ
て
い
た
と
見
て
も
良
い

の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。
つ
ま
り
、
地
の
文
の
文
末
表
現
は
、
平
叙
で
の
単
調

な
表
現
が
中
心
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
会
話
文
の
文
末
表
現
は
、
命
令
法
や
連
体

形
終
止
法
、
疑
問
、
反
語
、
詠
嘆
等
々
の
表
現
が
現
れ
て
、
当
時
の
共
時
態
に
お
い
て

表
現
の
表
情
が
豊
か
で
あ
る
と
言
う
印
象

0

0

を
持
た
れ
て
い
た
も
の
で
あ
っ
た
と
推
論
し

て
、
一
漢
文
訓
読
語
資
料
中
に
文
体
的
差
が
存
し
た
と
認
め
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。



　

仏
説
太
子
須
陀
拏
経
平
安
中
期
点
に
お
け
る
地
の
文
と
会
話
文
（
小
林
博
士
は
、
厳
密
な

定
義
を
さ
れ
て
い
な
い
が
、
本
稿
に
お
い
て
は
、
釈
迦
が
会
話
と
し
て
語
る
須
陀
拏
太
子
説
話
の
発
話

の
中
に
お
い
て
、
釈
迦
の
語
り
の
地
の
文
を
「
地
の
文
」
と
言
い
、
直
接
会
話
と
し
て
引
用
さ
れ
た
会

話
文
を
、「
会
話
部
分
」
と
言
う
。
以
下
特
に
断
ら
な
い
限
り
同
様
の
用
語
を
使
用
す
る
）
と
の
文
体

差
を
、
語
彙
的
な
問
題
と
し
て
、
小
林
解
説
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
語
詞
か
ら
数
対
を
以

下
に
記
述
す
る
。
但
し
、い
ず
れ
も
、対
象
語
詞
の
全
用
例
数
が
多
く
は
な
い
こ
と
を
断
っ

て
お
く
。

　
「
ハ
ナ
ハ
ダ
」
対
「
い
と
」
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
確
例
が
認
め
ら
れ
る
。

　

１
、「
諾
（
ふ
）
こ
と
大イ

ト
［
イ
、
大ハナ
ハタ
］
善
シ
。」（
74
・
会
話
・
太
子
）

　

２
、「
我　

大ハ
ナ
ハタ

貧
窮
ナな

れ

は
レ
ハ
太
子
に
從ヨ

リ
て
乞
丐
す
る
所
有
（
り
）
と
は
欲
ふ
。」

（
269
・
会
話
・
婆
羅
門
）

　

３
、「
太
た
善
（
き
）
な
り
。」（

355
・
会
話
・
天
王
釋
）

　

４
、
鳬
雁
鵁
鶄
翡
翠
鴛
鴦
異
類
甚
た
衆
し
。（

191
・
地
）

「
ハ
ナ
ハ
ダ
」
の
確
例
は
右
の
四
例
で
、
用
例
１
か
ら
用
例
３
ま
で
の
３
例
は
、
会
話
文

中
で
の
使
用
で
あ
る
。「
い
と
」
は
、
四
例
の
確
例
が
あ
る
が
、
そ
の
内
の
一
例
は
、
例

１
で
あ
る
。
残
り
の
三
例
共
に
「
大
」
字
の
訓
で
、

　

５
、「
寒
（
け
）
れ
は
［
則
］
大
に
寒
く 

熱
（
け
）
れ
は
［
則
］
大イ

ト
熱
し
。」

（
131
・
会
話
・
太
子
）

　

６
、「
汝
能
く
爾
ら
者
大イ

ト
善
し
［
也
］」（

144
・
会
話
・
太
子
）

　

７
、「
又
大イ

ト
飢
渴
（
し
）
た
り
」（

266
・
会
話
・
婆
羅
門
）

の
四
例
で
、
太
子
の
会
話
中
の
「
大
」
字
の
訓
三
例
と
、
婆
羅
門
の
会
話
中
の
「
大
」

字
の
訓
一
例
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
の
語
に
関
し
て
は
、
会
話
中
に
「
ハ
ナ
ハ
ダ
」「
い
と
」

共
に
現
れ
、
地
の
文
で
は
、「
ハ
ナ
ハ
ダ
」
の
み
が
現
れ
る
。
即
ち
、
会
話
中
の
表
現
性

が
高
く
、
地
の
文
は
そ
れ
に
包
み
込
ま
れ
る
関
係
と
な
る
。

　
「
カ
ク
ノ
ゴ
ト
シ
」
対
「
か
か
る
」
で
は
、「
カ
ク
ノ
ゴ
ト
シ
」
の
確
例
は
、五
例
あ
っ
て
、

　

８
、「
太
子 

是
（
の
）
如
く
自み

（
ら
）
恣
に
布
施
す
。」（
85
・
会
話
・
臣
）

　

９
、「
菩
薩
す
ら
檀
波
羅
蜜
（
を
）
行
（
し
）
た
ま
ふ
こ
と
布
施 

是
（
の
）
如
し
。」

（
440
・
会
話
・
仏
）

　

10
、
是
（
の
）
如
く
イ
フ
コ
ト
三
（
ひ
）
に
至
る
。（

272
・
地
）

　

11
、
是
（
の
）
如
く
し
て
三
（
ひ
）
に
至
れ
と
も
太
子 

應
（
へ
）
不す

。（
321
・
地
）

　

12
、
使
者 

還
（
り
）
て
是
（
の
）
如
く
白
（
す
）。（

406
・
地
）

右
の
確
例
以
外
と
は
、「
此（
の
）如（
き
）を（

366
）」、「
是（
の
）如（
く
）し
て（

437
）」、「
是

（
の
）
如
（
し
）
と
（

430
）」、「
是
（
の
）
如
（
き
）
を
（
94
・

147
・

422
）」
の
六
例
を
指
す
。

こ
れ
に
対
し
て
、「
か
か
る
」
は
、
確
例
が
三
例
あ
っ
て
、

　

13
、「
今 

復
（
た
）
遭
ひ
て
此カ

ヽ

ル
こ
と
（
に
）
値
へ
り
。」（

286
・
会
話
・
両
児
）

　

14
、「
我 

數シ
ハ
ヽ
ヽ

　

婆
羅
門
（
を
）
見
（
る
）
に
曾

コ
ヽ
ロ
ミ

　

タ
ニ
モ
是カ

ヽ

ル
輩
を
は
見
未す

。」

（
144
・
会
話
・
両
児
）

　

15
、「
世
世
に 

復
（
た
）
是カ

ヽ

ル
こ
と
（
に
）
値
遇
す
る
こ
と
莫
ら
し
め
（
よ
）」

（
288
・
会
話
・
両
児
）

と
現
れ
る
。
漢
文
訓
読
語
た
る
「
カ
ク
ノ
ゴ
ト
シ
」
は
、
地
の
文
、
会
話
文
を
通
じ
て

現
れ
る
が
、
和
文
語
「
か
か
る
」
は
、
会
話
の
み
に
出
現
す
る
。
こ
の
事
象
も
、
会
話

中
の
表
現
性
が
高
く
、
地
の
文
の
表
現
は
、
そ
れ
に
包
み
込
ま
れ
る
。

　
「
シ
バ
ラ
ク
」
対
「
し
ば
し
」
の
対
は
、

　

16
、「
願
（
は
く
は
）
小シ

ハ
ラ
　

ク
相ひ

避
（
り
）
て
過
（
き
）
去
（
る
）
こ
と
得
使
（
め
よ
）。」

（
305
・
会
話
・
妃
）

　

17
、「
且
く
當
（
に
）
此コ

ヽ

に
住
（
り
）
て
水
の
減
セ
（
む
）
を
須ま

（
ち
）
て
乃
（
ち
）

　
　
　

度
ら
む
。」（

182
・
会
話
・
妃
）

　

18
、「
且シ

ハ
ラ　

クく

止
め
（
よ
）。」（

325
・
会
話
・
太
子
）

　

19
、「
此
に
は
暇シハ
ラ
　

ク
止トヽ
マ（
り
）
ヌ
可
シ
ヤ
不
や
。」（

178
・
会
話
・
妃
）

と
出
現
す
る
。
こ
れ
に
対
し
て
「
し
ば
し
」
は
、
二
例
が
確
認
さ
れ
る
。

　

20
、「
我 

適シ
ハ

シ
水
取
（
り
）
て
年
少
の
曹ワ

ラ
ハ
ヘ
ー

輩 

共
に
形
タ
カ
ヘ
テて

我(

を
）
調
リ
咲
ふ
。」

（
231
・
会
話
・
婦
）

　

21
、
太
子 
適シ

ハ

シ
一ハ

シ

メ
テ
山
の
中
に
宿
（
り
）
た
ま
ふ
と
き
に
は
空
シ
カ
シ
池
に
は
皆

　
　
　
（
な
）
泉
の
水
生イ

ツつ

。（
214
・
地
）



右
の
如
き
分
布
を
示
し
、漢
文
訓
読
語
「
シ
バ
ラ
ク
」
は
会
話
中
に
、和
文
語
の
二
例
は
、

会
話
中
と
地
の
文
に
現
れ
る
。
表
現
性
の
意
味
で
は
、
会
話
に
二
語
形
出
現
し
て
、
地

の
文
で
は
一
語
形
で
あ
る
が
、地
の
文
に
現
れ
る
の
は
、和
文
語
形
「
し
ば
し
」
で
あ
る
。

用
例
の
絶
対
数
が
少
な
い
の
で
は
あ
る
が
、
右
の
対
照
と
は
性
質
上
は
逆
転
し
た
対
応

関
係
で
あ
る
と
認
め
ね
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
、
か
か
る
事
象
の
用
例
数
は
少
な
い
。

　

平
安
後
半
期
の
共
時
態
を
問
題
と
さ
れ
た
「
漢
文
訓
読
語
＝
文
章
語
」、「
和
文
語
＝

日
常
会
話
語
」
と
さ
れ
た
築
島
裕
博
士
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
を
、
漢
文
訓
読
語
史
の
側
か
ら

批
判
で
き
る
糸
口
に
な
る
か
も
知
れ
な
い（

６
）と

は
思
う
が
、
後
日
に
期
す
る
こ
と
と
す
る
。

　
「
イ
タ
シ
（
痛
覚
に
関
わ
る
意
味
）」
対
「
い
た
く
（
程
度
の
甚
だ
し
い
意
）」
で
は
、

　

22
、「
我
は
遠
方
從
り
來
れ
は
身 
擧
（
け
）
て
皆
（
な
）
痛
し
。」（

178
・
会
話
・
婆
羅
門
）

の
一
例
は
、
漢
文
の
用
字
と
対
応
し
て
、「
痛
覚
に
関
わ
る
表
現
」
で
あ
る
が
、
会
話
中

に
存
す
る
。
和
文
語
の
「
い
た
く
」
は
、

　

23
、「
汝 

正
（
し
）
く
坐ヲ

ル
と
き
に
は
布
施
を
太イ
ー

劇タ

ク
シ
テ
我
か
國
の
藏
を
空

ウ
ム
ナ 

シ
ク

　
　
　

ナ
シ
我
か
適
を
却サ

ク
ルる

［
之
］
寶
を
も
失
（
ひ
）
つ
。」（

110
・
会
話
・
王
）

　

24
、「
我れ

は
布
施 

用
（
て
）
太イ

タ
く

劇
ク 

國
の
藏
を
空ウ

ツ
カ

ー

虛
シ
健コ

ワ

キ
白
象 

以
（
て
）
怨
家

　
　
　

に
丐
（
へ
）
與
（
へ
）
タ
レ
ハ
（
以
下
略
）」（

123
・
会
話
・
太
子
）

　

25
、「
太
子
須
陀
拏
トと

い
ふ
イ
フ
坐イ

マ

シ
テ
布
施 

大イ

タ
ー

劇
ク
す
る
か
故
に
父
の
王
に
徙ウ

ツ

サ
レ
て
」

（
236
・
会
話
・
婦
）

と
会
話
部
分
の
み
に
現
れ
て
、
会
話
部
分
の
表
現
性
の
豊
か
さ
を
物
語
る
も
の
と
解
釈

で
き
よ
う
。
た
だ
し
、
右
の
例
１
か
ら
例
25
を
通
じ
て
、
各
事
象
に
お
い
て
、
原
漢
文

の
用
字
の
影
響
の
問
題
を
無
視
で
き
な
い
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は

複
雑
な
状
況
を
よ
り
単
純
に
整
理
す
る
必
要
が
あ
っ
て
、
こ
れ
も
後
考
に
俟
ち
た
い
。

　

こ
の
他
に
、
小
林
解
説
で
は
、
助
動
詞
「
け
む
」「
ら
む
」「
け
り
」、
接
続
助
詞
「
も

の
を
」、
副
助
詞
「
し
」
の
会
話
専
用
の
指
摘
が
あ
る
が
、
稿
者
は
、
微
力
に
し
て
、
こ

の
表
現
に
対
応
す
る
漢
文
訓
読
語
表
現
を
特
定
で
き
な
い
の
で
、
こ
こ
で
は
措
か
ざ
る

を
得
な
い
。
ま
た
、「
オ
ゴ
ソ
カ
ナ
リ
」
対
「
い
か
め
し
」
の
対
で
は
、
漢
文
訓
読
語
形

と
言
わ
れ
る
「
オ
ゴ
ゾ
カ
ナ
リ
」
の
用
例
が
、
仏
説
太
子
須
陀
拏
経
平
安
中
期
点
に
確

認
さ
れ
な
い
。

　

以
上
、
確
例
の
用
例
数
が
多
く
は
な
い
が
、
会
話
部
分
に
お
け
る
表
現
は
、
所
謂
、

漢
文
訓
読
語
と
言
わ
れ
る
も
の
も
、
和
文
語
と
言
わ
れ
る
も
の
も
、
そ
の
出
現
を
確
認

さ
れ
る
が
、
地
の
文
に
お
い
て
は
、
漢
文
訓
読
語
形
か
和
文
語
形
の
ど
ち
ら
か
一
方
の

み
が
、
が
確
認
さ
れ
て
、
会
話
部
分
に
比
べ
て
、
文
体
的
に
は
表
現
の
幅
が
狭
い
と
認

め
ら
れ
る
。

　

さ
ら
に
付
言
し
て
お
き
た
い
こ
と
は
、文
選
読
み
の
出
現
傾
向
で
、結
論
的
に
言
え
ば
、

こ
の
訓
読
語
法
（
訓
読
語
表
現
）
は
、地
の
文
に
し
か
認
め
ら
れ
な
い
。
そ
の
意
味
で
は
、

会
話
文
と
の
文
体
差
の
例
と
し
て
掲
げ
て
も
良
か
ろ
う
。
文
選
読
み
は
状
態
・
形
状
の

形
容
の
「
意
味
」
を
担
っ
て
、
動
詞
と
し
て
現
れ
る
。
文
選
読
み
の
出
現
は
、

　

26
、
王 

聞
（
き
）
て
愕
ー

然
と
マ
ウ
オ
ト
ロ
イ
た
ま
ふ
。（
83
・
地
）

　

27
、
鼻
は
正
（
し
）
く
鼻扁
鼻帝
と
ヒ
ラ
メ
リ
。（
225
・
地
）

　

28
、
脚 

復
（
た
）
了
戻
と
モ
ト
リ
頭 

復
（
た
）
頁乞
レ

ム
シ
　
　
　
　禿
カ
フ
ロナ

ル
こ
と
狀
な
る
類
の
鬼
に

　
　
　

似
た
り
。（

226
・
地
）

の
三
例
で
、用
例
数
は
少
な
い
が
、い
ず
れ
も
、地
の
文
に
出
現
す
る
。
か
か
る
意
味
で
は
、

会
話
文
の
表
現
性
に
、
地
の
文
の
表
現
が
完
全
に
含
み
込
ま
れ
る
と
い
う
集
合
関
係
で

な
い
こ
と
が
実
証
さ
れ
る
。
飛
躍
す
る
か
も
知
れ
ぬ
が
、
一
訓
読
語
資
料
に
お
け
る
会

話
文
対
地
の
文
の
文
体
差
は
、
平
安
時
代
中
期
に
、
同
一
の
漢
文
訓
読
語
資
料
の
内
部

に
お
い
て
と
言
う
限
定
付
き
で
あ
る
が
、〝
言
〟
と
〝
文
〟
と
が
不
一
致
で
あ
っ
た
こ
と

を
物
語
る
結
果
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
　
　

二
、
仏
説
太
子
須
陀
拏
経
平
安
中
期
点
の
文
章
構
造

　

先
に
断
ら
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
あ
る
。
本
資
料
は
、
尾
題
前
の
空
行
一
行
を
計
数

に
入
れ
て
、
総
行
数
四
四
二
行
の
資
料
で
あ
る
。
た
だ
し
、
巻
頭
よ
り
内
題
を
含
め
て

三
六
行
が
、後
世
の
補
写
で
あ
っ
て
、院
政
期
の
石
山
寺
朗
澄
筆
で
あ
る
と
推
定
さ
れ
る
。

こ
の
補
写
部
分
は
、
無
点
で
あ
る
。

　

漢
文
訓
読
語
研
究
で
は
、
文
体
研
究
に
限
ら
ず
、
語
彙
、
音
韻
、
文
法
等
の
訓
読
語



の
分
析
を
行
う
際
に
は
、
完
存
で
あ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
漢
文
の
完
存
で
あ
っ
て
も
、

加
点
が
必
要
で
あ
る
の
は
断
る
ま
で
も
な
い
。

　

漢
文
訓
読
語
の
文
体
分
析
に
、
巻
首
が
欠
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
じ
る
不
利
は
、
説

話
の
入
れ
子
型
の
枠
構
造
が
、
全
体
と
し
て
把
握
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。
石
山
寺
蔵

仏
説
太
子
須
陀
拏
経
は
、
巻
頭
補
写
部
分
を
含
め
て
尾
題
ま
で
、
経
の
全
体
が
、
以
下

の
構
造
を
採
る
。

　
　
　
　

  

（
行
頭
の
ア
ラ
ビ
ア
数
字
は
原
本
行
数
）

　
　
　

１　

佛
説
太
子
須
陀
拏
經

　
　
　

２　

聞
如
是
。『
一
時
佛
在
舍
衞
國
祇
洹
精
舍
。
阿
難
部

　
　
　

３　

坻
阿
藍
時
與
無
鞅
數
比
丘
比
丘
尼
優
婆
塞
優

　
　
　

４　

婆
夷
倶
在
四
部
弟
子
。
中
央
坐
時
、
佛
微
咲
、
口
中

　
　
　

５　

五
色
光
出
。
阿
難
從
坐
起
、
憗
衣
服
叉
手
長
跪
、

　
　
　

６　

白
佛
言
「
我
侍
佛
以
來
廿
餘
年
。
未
嘗
見
佛
咲
如

　
　
　

７　

今
日
也
。
今
佛
爲
過
去
當
來
今
現
在
佛
乎
。
獨
當

　
　
　

８　

有
意
願
聞
之
。」
佛
語
阿
難
「
我
亦
不
念
去
來
今

　
　
　

９　

佛
也
。
我
自
念
過
去
无
鞅
阿
僧
祇
劫
行
檀
波

　
　
　

10　

羅
蜜
事
耳
。」

　
　
　

11　

阿
難
問
佛
言
「
何
等
爲
行
檀
波
羅
蜜
事
。」
佛
言

　
　
　

12　
『
往
昔
過
去
不
可
計
劫
時
有
大
國
名
爲
葉
波　
　
（
句
読
点
は
稿
者
に
よ
る
）

　
　
　
　
　
　
　
（
中
略
・
須
陀
拏
太
子
説
話
部
）

　
　
　
429　

布
施
に
休
（
ま
）
不す 

自
（
ら
）
佛 

得
（
る
）
こ
と
を
致
せ
り
。』

　
　
　

430　

佛 

阿
難
（
に
）
告
（
け
た
ま
は
く
）「
我
（
か
）
宿
の
命
ニに

行
せ
し
所
の
布

　
　
　
　
　

施 

是
（
の
）
如
（
し
）」
と
。「
太
子
須
陀

　
　
　

431　

拏
は
我
（
か
）
身
是
也
。

　
　
　
　
　
　
　
（
中
略
）

　
　
　

439　

菩
薩
す
ら
檀
波
羅
蜜 

行
（
し
）
た
ま
ふ
こ
と
布
施

　
　
　

440　

是
（
の
）
如
し
。」

　
　
　

441　
　
　
（
空
行
一
行
）

　
　
　

442　

太
子
須
陀
拏
經
一
卷
（
尾
題
）

と
記
述
さ
れ
る
。
こ
の
巻
頭
の
構
造
を
ど
う
捉
え
て
い
た
の
か
は
、
訓
点
が
な
い
の
で

実
証
で
き
な
い
が
、
漢
文
に
従
え
ば
、「
聞
如
是
」
に
よ
っ
て
、
伝
聞
の
語
り
で
あ
る
こ

と
を
示
し
て
最
も
外
側
の
大
枠
の
設
定
を
し
、
続
い
て
、
２
行
目
の
「
一
時
佛
在
」
以

下
「
祇
洹
精
舎
」
に
お
い
て
の
場
で
は
、
阿
難
と
仏
と
の
問
答
が
語
ら
れ
る
。
こ
の
阿

難
と
佛
と
の
問
答
の
場
は
、
最
も
外
側
の
「
聞
如
是
」
の
構
造
の
内
側
に
、
入
れ
子
型

に
設
定
さ
れ
る
。
左
に
も
確
認
す
る
よ
う
に
、こ
の
阿
難
と
仏
と
の
問
答
の
遣
り
取
り
の
、

仏
が
答
と
し
て
説
き
語
る
言
葉
に
よ
っ
て
須
陀
拏
説
話
が
語
ら
れ
、
阿
難
と
仏
の
問
答

の
場
の
内
側
に
、
更
に
、
須
陀
拏
太
子
説
話
が
、
入
れ
子
型
構
造
で
存
し
て
い
る
。
更
に
、

こ
の
須
陀
拏
太
子
説
話
の
語
り
の
中
に
も
、
須
陀
拏
説
話
の
時
間
進
行
か
ら
逸
脱
し
て
、

過
去
の
逸
話
が
引
か
れ
る
な
ど
し
て
更
な
る
入
れ
子
型
を
構
築
す
る
。

　

さ
て
、話
題
を
上
記
の
本
文
の
問
題
に
戻
す
が
、12
行
目
の
「
往
昔
過
去
不
可
計
劫
時
」

以
下
は
、「
佛
言
」
と
し
て
仏
説
、
釈
迦
の
説
い
た
形
を
取
っ
た
「
太
子
須
陀
拏
」
説
話

が
展
開
す
る
と
解
釈
し
て
よ
か
ろ
う
。
た
だ
、
問
題
は
、
こ
の
説
話
の
語
り
に
入
る
場0

の
設
定
が
ど
ん
な
用
語
に
よ
っ
て
成
さ
れ
て
い
る
の
か
は
、
確
認
の
し
よ
う
が
な
い
こ

と
で
あ
る
。
即
ち
、入
れ
子
型
の
説
話
の
語
り
に
と
も
な
っ
て
、ど
の
よ
う
な
語—

助
詞
、

助
動
詞
を
中
心
と
し
た
語
、
ま
た
、
待
遇
法—

が
読
添
え
ら
れ
て
形
を
整
え
て
い
た
の

か
は
、
残
念
な
が
ら
知
る
由
も
な
い
の
で
あ
る
。
稿
者
は
、
妙
法
蓮
華
経
を
説
話
漢
文

と
見
立
て
て
、
文
体
分
析
の
方
法
論
を
論
じ
て
い
る（

７
）が
、
最
も
外
枠
の
入
れ
子
型
構
造

の
文
体
分
析
、
及
び
、
仏
が
説
き
、
阿
難
と
問
答
す
る
場
の
設
定
の
文
体
構
造
に
つ
い

て
は
、
加
点
が
な
い
の
で
、
本
稿
で
は
最
初
か
ら
放
棄
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

　

平
安
中
期
点
は
、
第
37
行
目
か
ら
加
点
が
存
す
る
。
城
門
外
に
出
て
還
っ
た
太
子
が



愁
憂
の
様
子
を
見
せ
る
の
で
、
父
・
大
王
が
そ
の
理
由
を
問
う
、
そ
の
大
王
と
太
子
と

の
問
答
の
途
中
か
ら
加
点
さ
れ
て
い
る
。
即
ち
、
本
稿
の
検
討
対
象
は
、
第
37
行
目
以

降
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
を
、
ま
ず
、
断
っ
て
お
き
た
い
。

　

こ
の
問
題
が
何
に
波
及
す
る
か
と
言
え
ば
、
仏
説
太
子
須
陀
拏
経
に
対
す
る
構
造
把

握
を
基
に
し
た
、
訓
読
者
の
訓
読
姿
勢
の
問
題
に
繋
が
る
。

　

仏
説
太
子
須
陀
拏
経
平
安
中
期
点
の
12
行
目
以
降
の
大
半
は
、
仏
が
説
き
語
る
須
陀

拏
太
子
説
話
な
の
で
あ
る
が
、
巻
末
の

430
行
目
以
降
の
11
行
ほ
ど
は
、
一
度
、
太
子
須

陀
拏
説
話
の
説
話
世
界
の
場
か
ら
、
仏
と
阿
難
の
問
答
の
場
に
返
っ
て
、
仏
が
阿
難
に

告
げ
た
会
話
が
記
述
さ
れ
る
。

　

12
行
目
か
ら

429
行
目
ま
で
、
仏
に
よ
っ
て
一
気
に
語
ら
れ
た
須
陀
拏
太
子
説
話
が
、

本
生
譚
で
あ
っ
た
こ
と
を
仏
が
語
る
も
の
で
、
阿
難
と
の
対
話
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し

て
、
須
陀
拏
太
子
説
話
の
世
界
か
ら
巻
頭
に
設
定
さ
れ
た
仏
と
阿
難
の
対
話
で
あ
っ
た

場
へ
と
一
つ
外
枠
の
構
造
に
視
座
を
後
退
さ
せ
て
仏
説
太
子
須
陀
拏
経
平
安
中
期
点
の

本
文
が
終
わ
る
。
巻
頭
11
行
目
ま
で
の
部
分
の
場
に
戻
る
状
況
を
示
し
て
、
謂
わ
ば
、

説
話
を
支
え
る
場
の
、
入
れ
子
型
の
設
定
を
行
っ
て
い
る
が
、
冒
頭
部
分
の
「
聞
如
是
」

に
対
応
す
る
漢
文
は
な
く
て
、
最
も
外
側
の
入
れ
子
型
は
完
成
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を

先
ず
、
確
認
し
て
お
き
た
い
。

　

即
ち
、「
聞
如
是
」
の
最
も
外
側
、
主
語
が
「
我
」
で
あ
ろ
う
と
推
定
さ
れ
る
最
も
外

側
の
枠
組
み
の
内
側
に
、
仏
と
阿
難
と
の
対
話
の
場
の
枠
組
み
が
設
定
さ
れ
、
更
に
、

須
陀
拏
太
子
の
説
話
世
界
の
場
は
、
そ
の
仏
の
会
話
の
中
に
設
定
さ
れ
る
入
れ
子
型
構

造
を
採
る
。
更
に
言
え
ば
、
仏
説
の
須
陀
拏
太
子
説
話
の
内
部
に
も
、
登
場
人
物
の
対

話
に
直
接
会
話
が
引
か
れ
る
。
更
に
ま
た
、
そ
の
登
場
人
物
の
、
須
陀
拏
太
子
の
現
在

か
ら
時
間
を
遡
っ
た
過
去
の
逸
話—

テ
ン
ス
の
助
動
詞
の
使
用
が
認
め
ら
れ
る
場—

が

引
用
さ
れ
る
更
な
る
入
れ
子
型
構
造
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

こ
の
太
子
須
陀
拏
経
の
文
章
構
造
把
握
が
、
訓
読
者
の
言
語
の
問
題
に
波
及
す
る
の

は
、
須
陀
拏
太
子
説
話
の
世
界
が
、
仏
に
よ
っ
て
語
ら
れ
た
会
話
の
世
界
だ
と
捉
え
る

の
か
、
あ
る
い
は
、
須
陀
拏
太
子
の
説
話
世
界
の
中
に
、
更
に
登
場
人
物
間
の
対
話
が

入
れ
子
型
に
組
み
込
ま
れ
た
も
の
で
、
仏
の
語
り
の
世
界
の
内
部
を
、
更
に
入
れ
子
型

世
界
が
あ
る
、
即
ち
、
複
層
的
な
〝
語
り
〟
の
世
界
が
あ
る
と
認
識
し
て
訓
読
者

0

0

0

が
訓

読
す
る
の
と
で
は
、
訓
読
文
体
の
差
が
生
ま
れ
る
可
能
性
が
充
分
に
あ
る
。
即
ち
、
仏

の
語
り
の
須
陀
拏
太
子
説
話
部
分
全
体
を
、
仏
の
会
話
（
全
部
が
会
話
語
的
で
あ
る
）

と
認
め
て
訓
読
す
る
の
か
、
あ
る
い
は
、
語
り
の
形
を
採
っ
て
は
い
る
が
、
須
陀
拏
太

子
説
話
部
分
は
地
の
文
（
文
章
語
的
）
に
支
え
ら
れ
て
、
会
話
部
分
で
あ
る
対
話
（
会

話
語
的
）
が
挿
入
さ
れ
て
い
る
と
認
識
し
て
訓
読
す
る
か
で
は
、
自
ず
か
ら
、
訓
読
文

の
表
現
性
が
異
な
っ
て
こ
よ
う
。

　

こ
う
し
た
訓
読
者
の
訓
読
対
象
資
料
の
構
造
把
握
の
違
い
が
、
言
語
に
影
響
を
及
ぼ

し
う
る
と
言
う
研
究
の
視
座
は
、
い
ま
ま
で
形
成
さ
れ
た
こ
と
が
な
か
っ
た
。
こ
の
問

題
を
考
え
よ
う
と
す
る
に
は
、
石
山
寺
蔵
太
子
須
陀
拏
経
平
安
中
期
点
の
巻
頭
が
、
36

行
補
写
で
あ
る
事
実
は
、
如
何
と
も
越
え
が
た
い
限
界
を
示
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

　

次
節
か
ら
石
山
寺
蔵
太
子
須
陀
拏
経
平
安
中
期
点
に
現
れ
る
漢
文
訓
読
語
の
具
体
的

な
記
述
に
入
る
が
、
石
山
寺
蔵
太
子
須
陀
拏
経
平
安
中
期
点
の
扱
い
と
し
て
、

429
行
目

ま
で
の
仏
説
に
よ
る
須
陀
拏
太
子
説
話
部
分
と
、

430
行
目
以
降
の
仏
と
阿
難
の
対
話
部

と
は
切
り
離
し
て
検
討
す
る
こ
と
と
す
る
。
ま
た
、
先
に
も
注
し
た
が
、
本
稿
内
の
用

語
と
し
て
は
、「
会
話
文
」
と
か
、「
地
の
文
」
と
か
の
用
語
を
用
い
る
。
し
か
し
、
断

ら
な
い
場
合
は
、
共
に
、
仏
説
の
太
子
須
陀
拏
説
話
内
部
の
直
接
会
話
引
用
部
分
を
「
会

話
文
」
と
言
い
、
そ
の
会
話
の
引
用
を
支
え
る
一
つ
外
側
の
構
造—

仏
の
会
話
内
に
あ

る—

を
、
太
子
須
陀
拏
説
話
の
話
柄
を
支
え
る
意
味
で
、「
地
の
文
」
と
称
す
る
こ
と
に

す
る
。

　

430
行
目
以
降
は
、
事
象
の
処
理
上
、
右
と
は
切
り
離
し
、
仏
と
阿
難
の
対
話
の
場
の

叙
述
を
「
巻
末
の
地
の
文
」
と
言
い
、
太
子
須
陀
拏
説
話
が
過
去
世
の
釈
迦
の
本
生
譚

で
あ
る
こ
と
を
、
仏
が
語
る
発
言
部
分
を
「
巻
末
の
会
話
部
（
分
）」
と
称
す
る
こ
と
に

す
る
。

　
　
　

三
、
仏
説
太
子
須
陀
拏
経
平
安
中
期
点
の
文
末
表
現



　

稿
者
は
、
一
資
料
体
内
の
文
体
差
の
検
討
、
ま
た
、
各
資
料
間
の
文
体
的
な
距
離
を

測
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
中
院
僧
正
点
の
初
期
資
料
の
文
末
表
現
体
系
を
指
標
と
し

て
試
論
を
も
の
し
た
こ
と
が
あ
る（

８
）。

そ
れ
ら
の
稿
で
採
っ
た
方
法
は
、
各
資
料
の
文
末

表
現
に
注
目
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
日
本
語
表
現
に
お
け
る
文
末
の
重
要
性
は
、
各
方

面
か
ら
指
摘
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
旧
稿
に
採
っ
た
方
法
は
、
文
末
分
節
の
最
文
末

一
語
の
集
計
整
理
で
あ
っ
た
。
旧
稿
に
扱
っ
た
中
院
僧
正
点
資
料
は
、
仮
名
加
点
は
濃

く
は
な
い
も
の
の
、
幸
い
に
、
文
末
表
現
を
か
な
り
の
確
度
で
特
定
で
き
る
資
料
で
あ

る
こ
と
も
実
証
し
た
。
た
だ
し
、
理
論
的
に
扱
っ
た
部
分
も
あ
っ
て
、
諸
種
の
文
末
最

一
語
が
、
有
標
（
訓
点
が
あ
っ
て
、
活
用
形
や
再
読
の
二
度
読
み
な
ど
を
明
確
に
指
示

し
た
も
の
）
で
特
定
で
き
る
箇
所
も
多
い
が
、
無
標
（
語
形
を
特
定
で
き
る
訓
点
の
加

点
が
な
い
場
合
）
の
所
も
あ
っ
て
、
そ
の
場
合
は
、
特
に
、
活
用
語
に
つ
い
て
は
、
活

用
語
の
終
止
形
・
終
止
法
で
あ
る
と
推
定
し
て
の
整
理
で
あ
っ
た
。
論
考
の
手
続
き
と

し
て
、
文
末
表
現
の
有
標
、
無
標
を
右
の
如
く
理
論
化
し
て
帰
納
し
て
も
、
矛
盾
は
な

い
こ
と
を
も
確
認
し
た（

９
）。

斯
か
る
推
論
を
演
繹
的
に
適
用
し
て
、
文
末
の
帰
納
整
理
を

行
っ
た
。
演
繹
的
推
論
を
経
た
こ
と
は
、
右
の
如
く
で
あ
る
が
、
漢
文
訓
読
語
史
研
究

の
学
界
に
お
い
て
は
、
演
繹
法
が
理
解
を
さ
れ
て
い
な
い
場
合
が
あ
る
。
あ
る
い
は
、

迷
信
と
も
言
う
べ
き
、
研
究
者
の
無
自
覚
、
無
知
な
演
繹
法
へ
の
忌
避
が
あ
る

（
１
０
）。

　

即
ち
、
訓
点
資
料
は
、
一
資
料
の
総
て
の
音
節
を
特
定
で
き
る
情
報
を
与
え
る
資
料

の
存
在
は
、
殆
ど
、
望
み
が
た
い
。
無
標
の
場
合
の
訓
読
語
は
、
演
繹
的
推
論
に
よ
っ

て
研
究
者
が
決
定
し
て
い
る
と
い
う
自
覚
に
欠
け
て
い
る
。
例
え
ば
、「
將
」「
當
」「
未
」

な
ど
の
再
読
字
の
分
析
は
、「
単
読
で
あ
る
有
標
」
あ
る
い
は
「
再
読
の
確
例
」
に
よ
っ

て
他
は
、
演
繹
的
に
推
読
さ
れ
る
。
平
安
初
期
の
訓
読
語
の
例
も
、
再
読
の
表
記
が
な

い
事
を
も
っ
て
、
再
読
が
成
立
し
て
い
な
か
っ
た
と
演
繹
的
に
考
え
ら
れ
て
い
る
。
残

存
資
料
が
偶
然
性
の
も
と
に
伝
存
し
て
い
る
と
す
る
と
、
平
安
初
期
再
読
字
未
成
立
論

は
、
無
標
の
箇
所
も
単
読
で
あ
っ
た
と
言
う
演
繹
の
産
物
で
あ
る
。
ま
た
、
助
字
の
訓

読
に
つ
い
て
で
も
良
い
。
一
資
料
中
に
、
有
標
の
場
合
、「
則　

チ

」「
則　

ち

」
等
と
確
例
が
有
っ

た
場
合
は
、
演
繹
的
解
釈
は
複
数
存
す
る
。
有
標
の
確
例
が
あ
る
こ
と
を
以
て
、
一
資

料
中
の
「
則
」
字
は
全
て
直
読
で
あ
っ
た
と
結
論
し
て
、
無
標
箇
所
も
演
繹
的
に
直
読

す
る
場
合
が
あ
る
。
こ
の
論
理
も
演
繹
法
に
よ
る
。

　

こ
れ
と
は
別
の
立
場
に
よ
っ
て
は
、有
標
の
「
則　

チ

」
な
ど
と
あ
る
箇
所
は
直
読
す
る
が
、

無
標
の
場
合
は
不
読
で
あ
っ
た
と
推
論
す
る
場
合
が
あ
る
。
こ
の
判
断
も
演
繹
的
推
論

を
基
に
し
て
い
る
。

　

実
は
、
あ
る
共
時
態
で
ど
の
よ
う
な
加
点
法
が
採
ら
れ
て
い
た
の
か
と
言
っ
た
、
基

礎
的
な
表
記
法
の
検
討
さ
え
、
現
状
で
は
論
じ
ら
れ
た
例
を
知
ら
な
い
。
表
記
研
究
も
、

ヲ
コ
ト
点
や
片
仮
名
字
体
の
共
時
的
差
は
論
ぜ
ら
れ
て
は
い
る
が
、
訓
点
の
加
点
方
法
・

表
記
法
の
実
態
に
お
け
る
言
語
表
現
能
力
の
記
述
に
つ
い
て
は
、
共
時
体
間
の
比
較
を

さ
れ
た
論
も
、
管
見
に
は
入
っ
て
は
居
な
い
。
訓
点
資
料
研
究
の
方
法
論
の
深
化
を
急

ぐ
べ
き
だ
と
す
る
稿
者
の
主
張
の
根
拠
も
、
こ
ん
な
所
に
あ
る

（
１
１
）。

種
々
の
立
場
が
表
明

さ
れ
て
然
る
べ
き
言
語
事
象
に
つ
い
て
も
、
反
論
対
立
的
な
価
値
を
示
し
て
並
立
し
て

も
良
い
筈
の
論
が
、
多
く
は
生
産
さ
れ
て
は
居
な
い
し
、
公
に
さ
れ
て
も
い
な
い
。　

　

本
節
で
は
、
か
か
る
文
末
体
系
を
指
標
と
し
た
文
体
分
析
を
、
仏
説
太
子
須
陀
拏
経

平
安
中
期
点
の
文
体
分
析
に
使
お
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
文
末
の
語
形
の

特
定
が
、
仏
説
太
子
須
陀
拏
経
平
安
中
期
点
に
お
い
て
は
、
い
ま
ま
で
稿
者
が
取
り
上

げ
て
試
論
を
展
開
し
た
資
料
と
比
較
し
て
、
容
易
成
ら
ざ
る
部
分
が
あ
る
こ
と
を
率
直

に
認
め
ね
ば
な
ら
な
い
。
拠
っ
て
、
本
節
で
の
最
文
末
一
語
の
計
量
的
集
計
は
、
以
下

の
方
針
に
従
っ
て
、
演
繹
的
に
進
め
る
こ
と
と
す
る
。
い
ず
れ
も
、
文
末
語
形
の
無
標

の
場
合
の
方
針
で
あ
る
。

　
　

一
、
最
文
末
分
節
が
動
詞
形
容
詞
等
自
立
語
一
語
の
活
用
語
そ
の
も
の
、
又
は
、　

　
　
　
　

助
動
詞
で
漢
文
に
対
応
漢
字
が
あ
っ
て
無
標
の
場
合
（
可
、
應
、
令
等
）
は
、

　
　
　
　

終
止
形
・
終
止
法
と
し
て
集
計
す
る
こ
と
を
原
則
と
す
る
。

　
　

一
、
原
漢
文
の
文
末
の
構
文
・
用
字
が
同
様
で
、
他
に
有
標
の
確
例
を
認
め
る
場

　
　
　
　

合
に
は
、
便
宜
的
に
こ
れ
に
準
ず
る
。

　
　
　
　
　
　

例
、
大
王 

當
（
に
）
聽
（
さ
）
見
や
不
（
や
）　
（
37
）

　
　

一
、
異
読
の
併
存
す
る
場
合
は
、
加
点
位
置
は
問
わ
ず
、
仮
名
書
訓
点
に
従
う
。



　
　
　
　

な
お
、
異
読
形
は
参
考
の
た
め
に
、
別
途
、
こ
れ
を
表
末
に
集
計
し
て
示
す
。

　
　

一
、
表
中
の
（　

）
内
の
数
字
は
、
推
読
の
計
数
を
あ
ら
わ
す
。

右
に
従
っ
て
、
最
文
末
一
語
の
語
形
を
決
定
す
る
こ
と
と
す
る
。
計
数
的
な
処
理
の
結

果
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。　

　
　
［
表
１
］　

仏
説
太
子
須
陀
拏
経
平
安
中
期
点
の
文
末
表
現

　
　
　
　
　
　

○
須
陀
拏
太
子
説
話
部
分
の
計
数

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

会
話
部
分
の
文
末　
　
　
　

地
の
文
部
分
の
文
末

　
　

動
詞　
　

終
止
形	

32
（
10
）	

111
（
31
）

　
　
　
　
　
　

連
体
形
（
疑
問
反
語

の
結
び

）	

10
（
２
）	

∅　

　
　
　
　
　
　

命
令
形	

14　

	

∅　

　
　

形
容
詞　

終
止
形	
５
（
２
）	

4　

　
　
　
　
　
　

連
体
形
（
疑
問
の

結
び

）	
１　

	

∅　

　
　
　
「
な
し
」　

終
止
形	

10
（
５
）	

　

５　

　
　
　
　
　
　
　

命
令
形	

　

３
（
１
）	

∅　

　
　

補
助
動
詞

　
　
　
「
た
ま
ふ
」
終
止
形	

８　

	

21　

		


　

　
　
　
　
　

  　

連
体
形
（
疑
問
の

結
び

）	

１　

	
∅　

　
　
　
　
　
　
　

  

命
令
形	

19　

	
∅　

　
　
　
「
た
て
ま
つ
る
」
終
止
形	

２　

	

７　

　
　
　
　
　
　
　

命
令
形	

１　

	

∅　

　
　

助
動
詞

　
　
　
「
る
」　　

終
止
形	

１　

	

∅　

　
　
　
「
し
む
」　

終
止
形	

２　

	

６　

　
　
　
　
　
　
　

命
令
形	

３　

	

∅　

　
　
　
「
き
」　　

終
止
形	

12
（
２
）	

２　

　
　
　
「
け
り
」　

終
止
形	

３　

	

∅　

　
　
　
「
つ
」　　

終
止
形	

18　

	

６　

　
　
　
　
　
　
　

連
体
形
（
疑
問
の

結
び

）	

　

１　

	

∅　

　
　
　
「
ぬ
」　　

終
止
形	

10
（
１
）	

34　

　
　
　
　
　
　
　

連
体
形
（
疑
問
の

結
び

）	

　

１　

	

∅　

　
　
　
　
　
　
　

命
令
形	

３　

	

　

∅　

　
　
　
「
た
り
」　

終
止
形	

９　

	

２
（
１
）

　
　
　
「
り
」　　

終
止
形	

９
（
２
）	

５　

　
　
　
　
　
　
　

連
体
形
（
疑
問
の

結
び

）	

　

１　

	

∅　

　
　
　
「
な
り
」（
指
定
）
終
止
形	

36
（
1
）	

３　

　
　
　
「
た
り
」（
指
定
）
終
止
形	

１　

	

∅　

	

　
　
　
「
な
り
」（
伝
聞
）	

３　

	

∅　

　
　
　
「
ご
と
し
」
終
止
形	

５
（
２
）	

３　

　
　
　
「
べ
し
」　

終
止
形	

15
（
８
）	

∅　

　
　
　
　
　
　
　

連
体
形
（
疑
問
反
語

の
結
び

）	

５　

	

∅　

	

　
　
　
「
ら
む
」　

終
止
形	

１　

	

∅　

　
　
　
「
け
む
」　

連
体
形
（
疑
問
の

結
び

）	

１　

	

∅　

　
　
　
「
む
」　　

終
止
形	

20
（
４
）	

∅　

　
　
　
　
　
　
　

連
体
形
（
疑
問
反
語

の
結
び

）	

10
（
１
）	

∅　

　
　
　
「
じ
」　　

終
止
形	

15
（
２
）	

∅　

　

 　
　
　
　

  　

連
体
形
（
疑
問
の

結
び

）	

１　

	

∅　

　
　
　
「
ず
」　　

終
止
形	

18
（
11
）	

11
（
４
）

　

 　
　
　
　

  　

連
体
形
（
疑
問
の

結
び

）	

１
（
１
）	

∅　

　
　
　
　
　
　
　

命
令
形	

１　

	

∅　

　
　
　
「
あ
ら
ず
」
終
止
形	

５
（
１
）	

∅　

　
　
　
「
あ
ら
じ
」
終
止
形	

１　

	

∅　

	

　
　

助
詞

　
　
　
「
と
」（
会
話
引
用
格
助
詞
）	

２　

	

58　

　
　
　
「
や
」（
疑
問
反
語
）	

14　

	

∅　

　
　
　
　
　
　
（
詠
嘆
）	

７　

	

∅　

	

　

　
　
　
　
「
を
や
」（
詠
嘆
）	

２　

	

∅　

　
　
　
　
「
不い
な

や
」	

８
（
１
）	

∅　

　
　
　
「
か
」	

１　

	

∅　

　
　
　
「
ぞ
」（
反
語
）	

10　

	

∅　

　
　
　
「
の
み
」	

４
（
６
）	

∅　



　
　

名
詞	

３　

	

１　

　
　
　
「
こ
と
」（
会
話
引
用
）	

∅　

	

１　

	
　
　

ク
語
法	

３　

	

85
（
46
）

　
　
「
ゆ
ゑ
に
」	

∅　

	

１　

　
　
　
　
　
　

○
巻
末
の
対
話
部
分
の
計
数

　
　

助
動
詞

　
　
　
「
き
」　　

終
止
形	

１　

	

∅　

　
　
　
「
な
り
」（
指
定
）
終
止
形	

（
11
）	

∅　

　
　
　
「
ご
と
し
」
終
止
形	

１
（
１
）	

∅　

　
　
　
「
べ
し
」　

終
止
形	

１　

	

∅　

　
　

助
詞

　
　
　
「
と
」（
会
話
引
用
格
助
詞
）	
∅　

	

１　

	

　
　

ク
語
法	

∅　

	

（
１
）　

	

計
374
（
76
）
文	

計
365
（
83
）
文	

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

総
文
数

898
文

　
　
　

※
異
読
に
拠
っ
て
右
に
含
ま
れ
な
い
文
末

　
　
　
　

動
詞
終
止
形
（
会
話
１
、
地
１
）、「
ぬ
」
終
止
形
（
地
１
）、「
ず
」
終
止
形
（
会
話
）、「
じ
」
終
止
形

　
　
　
　
（
会
話
１
）、「
ぞ
」（
地
１
）、「
や
」
反
語
（
会
話
１
）

　

右
表
１
の
掲
載
順
と
は
前
後
す
る
が
、
巻
末
の
対
話
の
場
で
の
、
特
に
、
仏
の
会
話

部
分
は
、
言
語
量
と
し
て
は
多
い
も
の
で
は
な
い
。
推
読
に
依
る
も
の
で
あ
る
が
、
助

動
詞
「
な
り
」
の
頻
出
が
指
摘
さ
れ
る
。
こ
の
巻
末
の
11
行
ほ
ど
は
、
そ
れ
ま
で
の
須

陀
拏
太
子
説
話
が
、
釈
迦
の
本
生
譚
で
あ
る
こ
と
を
解
説
し
た
部
分
で
、
謂
わ
ば
、
注

釈
的
文
体
と
で
も
言
え
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

仏
説
で
あ
る
須
陀
拏
太
子
説
話
部
分
を
分
類
し
て
計
数
を
掲
げ
た
が
、
地
の
文
は
、

動
詞
・
形
容
詞
・
助
動
詞
の
終
止
形
・
終
止
法
に
よ
る
平
叙
と
、
会
話
引
用
の
形
式
「
ク

語
法
『
・
・
・
』
格
助
詞
と
」
と
の
出
現
で
、
殆
ど
の
例
を
占
め
る
。

　

一
方
、
会
話
部
分
は
、
文
末
の
形
式
が
多
様
で
、
平
叙
の
終
止
は
も
と
よ
り
、
疑
問
・

反
語
表
現
の
連
体
形
終
止
、
命
令
形
に
よ
る
命
令
法
な
ど
の
ム
ー
ド
に
関
し
て
も
多
様

で
あ
る
し
、
助
動
詞
、
助
詞
の
異
な
り
も
多
様
さ
を
示
す
。
地
の
文
の
文
末
表
現
に
比

べ
て
、会
話
内
に
、更
に
会
話
を
引
用
す
る
入
れ
子
型
は
多
く
は
な
く
て
、「
ク
語
法
『
・・・
』

格
助
詞
と
」
の
用
例
数
が
、
地
の
文
に
比
べ
て
極
め
て
少
な
い
。

　

右
の
会
話
文
部
分
と
地
の
文
部
分
の
文
体
的
な
言
語
の
質
的
な
差
異
は
、
平
叙
に
よ
っ

て
淡
々
と
説
く
地
の
文
に
対
し
て
、
そ
の
地
の
文
に
支
え
ら
れ
て
変
化
に
富
ん
だ
会
話

部
分
の
表
現
が
展
開
し
て
い
る
と
捉
え
て
も
良
か
ろ
う
。
こ
れ
を
出
来
上
が
っ
た
訓
読

文
の
文
体
基
調
の
性
格
差
と
し
て
記
述
し
て
良
か
ろ
う
と
判
断
す
る
が
、
か
か
る
差
異

は
、
独
り
日
本
語
と
し
て
の
訓
読
語
に
の
み
原
因
が
あ
る
訳
で
は
な
い
。
即
ち
、
訓
読

語
成
立
以
前
に
原
漢
文
の
側
に
既
に
こ
の
よ
う
な
文
体
差
を
示
す
要
因
が
あ
っ
た
と
見

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
の
は
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。
問
題
は
、
そ
う
し
た

漢
文
訓
読
文
成
立
の
中
国
語
文
た
る
要
因
と
、
日
本
語
側
の
訓
読
語
に
存
す
る
独
自
の

要
因
と
が
ど
の
よ
う
に
絡
み
合
っ
て
い
る
か
を
解
き
明
か
す
必
要
が
あ
る
よ
う
に
感
じ

る
。

　
　
　

四
、
仏
説
太
子
須
陀
拏
経
平
安
中
期
点
の
読
添
語
の
整
理

　

本
節
に
お
い
て
は
、
前
節
末
の
課
題
に
関
連
し
て
、
試
論
を
掲
げ
て
み
る
。
検
討
対

象
は
釈
迦
の
会
話
部
分
で
、
須
陀
拏
説
話
部
分
37
行
目
か
ら

429
行
目
だ
け
に
限
定
し
て

検
討
を
加
え
る
。
検
討
対
象
は
、
読
添
語
に
つ
い
て
で
あ
る
。
読
添
語
に
つ
い
て
は
、

文
中
、
文
末
を
問
わ
な
い
こ
と
と
す
る
。
表
２
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
様
な
作
業
手
順

で
集
約
し
た
も
の
を
掲
げ
る
。

　

以
下
に
は
読
添
語
を
取
り
上
げ
る
が
、
確
例
の
み
に
限
定
す
る
。
そ
れ
故
に
ま
た
、

有
無
だ
け
を
示
し
た
情
報
の
集
約
法
を
採
る
。
集
計
対
象
の
品
詞
は
問
わ
な
い
が
、
日

本
語
の
助
詞
助
動
詞
に
あ
た
る
も
の
で
、
漢
字
と
対
応
し
て
訓
読
さ
れ
た
場
合
は
、
形

式
上
、
読
添
語
と
は
異
な
る
も
の
と
し
て
扱
う
。

　

本
節
に
意
図
す
る
と
こ
ろ
は
、
前
節
ま
で
に
、
文
末
表
現
（
最
文
末
一
語
）
の
み
を

取
り
上
げ
て
検
討
を
加
え
た
が
、
最
文
末
一
語
の
集
計
方
法
が
、
文
体
分
析
に
有
効
性

を
持
つ
も
の
か
否
か
の
検
証
を
行
う
こ
と
に
あ
る
。



　

漢
文
の
理
解
を
も
と
に
訓
読
語
表
現
を
す
る
場
合
、
漢
字
と
対
応
し
な
い
読
添
語
は
、

専
ら
、
日
本
側
の
問
題
、
即
ち
、
日
本
語
と
し
て
の
訓
読
語
の
表
現
性
に
関
わ
る
問
題

で
あ
ろ
う
。
よ
っ
て
、
読
添
語
の
有
無
を
集
約
し
て
、
文
末
表
現
の
視
点
か
ら
検
討
を

加
え
た
前
節
が
、
説
話
漢
文
資
料
の
文
体
を
考
え
る
上
に
お
い
て
、
ど
れ
ほ
ど
の
意
味

を
持
つ
も
の
で
あ
る
か
の
検
証
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

　
　
［
表
２
］　

仏
説
太
子
須
陀
拏
経
平
安
中
期
点
の
訓
読
語
に
お
け
る
読
添
語

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

会
話
部
分
の
読
添
語　
　
　
　

地
の
文
部
分
の
読
添
語

　

助
詞　
　

格
助
詞　

が	

有　
　

	

有　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

に	

有　
　

	

有　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

の	
有　
　

	

有　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

を	
有　
　

	

有　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

と	

有　
　

	

有　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

よ
り	

有　
　

	

有　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

し
て	

有　
　

	

有　
　

　
　
　
　
　
　
　

も
ち
て	

有　
　

	

有　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

も
て	

有　
　

	
∅　
　

　
　
　
　

接
続
助
詞　

て	

有　
　

	
有　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

ど
も	

有　
　

	

有　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

ば	

有　
　

	

有　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

と
も	

有　
　

	

∅　
　

　
　
　
　
　
　
　

も
の
を	

有　
　

	

∅　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

に	

∅　
　

	

有　
　

　
　
　
　
　

係
助
詞　

は	

有　
　

	

有　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

も	

有　
　

	

∅　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

ぞ	

有　
　

	

∅　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

や	

有　
　

	

∅　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

か	

有　
　

	

∅　
　

　
　
　
　
　

終
助
詞　

ぞ	

有　
　

	

∅　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

や	

有　
　

	

∅　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

か	

有　
　

	

∅　
　

　
　
　
　

副
助
詞　

だ
に	

有　
　

	

∅　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

す
ら	

有　
　

	

∅　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

の
み	

有　
　

	

∅　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

ま
で	

有　
　

	

∅　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

し	

有　
　

	

∅　
　

　
　

助
動
詞　
　
　
　

る	

有　
　

	

有　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

ら
る	

∅　
　

	

有　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

し
む	

有　
　

	

有　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

つ	

有　
　

	

有　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

ぬ	

有　
　

	

有　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

た
り
（
完
了
）	

有　
　

	

有　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

り	

有　
　

	

有　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

き	

有　
　

	

有　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

け
り	

有　
　

	

∅　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

な
り
（
指
定
）	

有　
　

	

有　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

な
り
（
伝
聞
推
定
）	

有　
　

	

∅　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

べ
し	

有　
　

	

∅　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

ら
む	

有　
　

	

∅　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

け
む	

有　
　

	

∅　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

む	

有　
　

	

∅　
　

　
　

動
詞　
　
　
　

あ
り	

有　
　

	

有　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

い
ふ	

有　
　

	

有　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

す	

有　
　

	

有　
　

　
　
　
　
　
　
　

あ
た
る	

有　
　

	

∅　
　

　
　
　
　
　
　
　

い
ま
す	

有　
　

	

∅　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

な
す	

有　
　

	

∅　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

な
る	

∅　
　

	

有　
　

　
　
　
　
　
　
　

ま
う
す	

∅　
　

	

有　
　

　
　

補
助
動
詞　

た
ま
ふ	

有　
　

	

有　
　



　
　
　
　
　

た
て
ま
つ
る	

有　
　

	

有　
　

　
　

名
詞　
　
　
　

こ
と	

有　
　

	

有　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

と
き	

有　
　

	

有　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

も
の	

有　
　

	

∅　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

	

計　
　

52
種　

	

計　
　

31
種　

　

諄
く
な
る
が
、
右
の
表
２
と
、
先
の
表
１
と
を
比
較
す
る
と
、
語
種
の
出
入
り
が
存

す
る
。
そ
れ
は
、
表
２
に
お
い
て
は
、
読
添
語
に
限
定
し
て
の
集
計
で
あ
る
の
で
、
文

中
例
を
取
り
上
げ
て
い
る
た
め
で
あ
る
。

　

先
ず
、
総
語
種
の
数
と
し
て
、
会
話
部
分
に
は
52
語
現
れ
る
の
に
対
し
て
、
地
の
文

で
は
、
31
語
し
か
現
れ
て
は
い
な
い
。
従
っ
て
、
単
純
に
数
量
と
し
て
会
話
部
分
の
語

種
数
が
21
語
多
い
こ
と
と
な
る
。
総
量
と
い
う
概
観
で
し
か
な
い
が
、
こ
の
点
か
ら
は
、

先
に
、
最
文
末
の
表
現
体
系
を
整
理
し
て
得
た
傾
向
と
同
一
で
あ
る
。
会
話
文
に
お
い

て
の
表
現
性
が
、
地
の
文
に
お
け
る
よ
り
も
高
い
と
み
る
見
解
を
裏
付
け
る
も
の
で
あ

ろ
う
。

　

表
１
に
見
え
な
か
っ
た
語
と
し
て
は
、
格
助
詞
の
類
が
あ
る
。
会
話
引
用
の
「
と
」

は
表
１
の
集
計
に
現
れ
る
が
、
そ
の
他
の
も
の
が
表
１
に
は
見
え
な
い
。
ま
た
、
接
続

助
詞
の
類
も
、
表
１
に
は
見
え
な
い
が
、
こ
れ
ら
は
文
中
に
読
み
添
え
ら
れ
た
構
文
上

の
関
係
を
示
す
助
詞
類
で
あ
る
。

　

格
助
詞
に
お
い
て
は
、
集
計
上
、「
も
て
」
が
会
話
部
分
に
特
有
で
あ
る
と
集
計
さ
れ

る
が
、「
も
ち
て
」
は
、
会
話
文
・
地
の
文
に
も
共
に
現
れ
て
、
会
話
文
と
地
の
文
と
の

差
は
殆
ど
な
い
と
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
あ
る
い
は
、語
形
の
同
定
の
問
題
が
あ
る
が
、

会
話
文
中
に
お
い
て
形
式
が
豊
か
で
あ
る
。

　

接
続
助
詞
は
、
出
入
り
が
あ
る
。「
と
も
」、「
も
の
を
」
は
会
話
部
分
に
特
有
で
、
接

続
助
詞
「
に
」
は
、
地
の
文
に
特
有
で
あ
る
。
し
か
し
、
用
例
数
が
い
ず
れ
も
五
例
以

下
で
あ
る
の
で
、
必
ず
し
も
、
分
布
傾
向
を
云
々
で
き
な
い
か
も
知
れ
な
い
。

　

助
詞
も
、
係
助
詞
・
終
助
詞
・
副
助
詞
に
お
い
て
は
、
分
布
に
偏
り
が
あ
る
。
会
話
文
・

地
の
文
に
共
に
使
わ
れ
る
読
添
語
は
、
係
助
詞
「
は
」
の
み
で
あ
っ
て
、
こ
れ
ら
添
意

の
助
詞
と
さ
れ
る
も
の
は
、
会
話
文
に
偏
っ
て
読
み
添
え
ら
れ
て
、
会
話
文
の
表
現
性

の
豊
か
さ
を
支
え
て
い
る
こ
と
を
物
語
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

助
動
詞
は
、
ヴ
ォ
イ
ス
、
テ
ン
ス
・
ア
ス
ペ
ク
ト
の
助
動
詞
に
は
、
基
本
的
に
は
、

会
話
文
と
地
の
文
で
の
出
現
差
は
な
い
と
み
と
め
ら
れ
よ
う
。
た
だ
し
、
表
１
の
解
釈

で
も
触
れ
た
よ
う
に
、
テ
ン
ス
の
助
動
詞
に
関
し
て
、
地
の
文
で
は
「
き
」
の
み
の
出

現
で
あ
る
が
、
会
話
に
は
三
例
と
僅
か
な
が
ら
「
け
り
」
の
出
現
が
認
め
ら
れ
る
。

　

大
き
く
異
な
る
の
は
、
モ
ダ
リ
テ
ィ
ー
表
現
に
連
な
る
、
所
謂
、
伝
聞
推
定
の
助
動
詞
、

推
量
の
助
動
詞
群
で
、
こ
れ
ら
は
会
話
文
に
特
有
の
読
添
語
で
あ
っ
て
、
地
の
文
に
は

現
れ
な
い
。
こ
の
こ
と
は
先
に
も
確
認
し
た
如
く
、
発
話
者
の
心
的
な
態
度
を
示
す
ニ
ュ

ア
ン
ス
の
表
現
に
関
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
会
話
文
に
お
い
て
、
そ
の
表
現
性
が
豊
か

で
あ
る
と
結
論
さ
れ
よ
う
。

　

動
詞
の
読
添
語
に
見
ら
れ
る
語
は
、「
あ
り
」
以
下
の
八
語
が
存
す
る
。
動
詞
読
添
語

を
一
覧
を
す
る
に
、
会
話
部
分
と
地
の
部
分
と
に
出
入
り
が
認
め
ら
れ
る
。
た
だ
し
、

自
立
語
た
る
動
詞
の
読
添
語
は
、
そ
れ
自
体
の
出
現
数
が
限
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
な

ぜ
な
ら
ば
、
訓
読
文
に
お
け
る
動
詞
の
よ
う
な
自
立
語
は
、
多
く
は
、
原
漢
文
の
漢
字

の
訓
と
し
て
現
れ
る
の
が
普
通
で
あ
ろ
う
。
名
詞
も
含
め
て
、
形
式
的
な
語
が
読
添
語

中
に
現
れ
る
。
平
安
初
期
か
ら
院
政
期
・
鎌
倉
時
代
ま
で
の
通
時
的
な
変
化
も
あ
り
得

る
こ
と
で
あ
ろ
う
か
ら
、
こ
の
読
添
語
に
お
け
る
動
詞
の
出
現
は
、
こ
れ
を
特
に
論
じ

て
み
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
石
山
寺
蔵
仏
説
太
子
須
陀
拏
経
平
安
中
期
点
に
お
い
て
は
、

会
話
特
有
の
「
あ
た
る
」、「
い
ま
す
」、「
な
す
」
と
、
地
の
文
に
特
有
の
「
な
る
」、「
も

う
す
」
の
出
現
か
ら
、
今
、
即
座
に
会
話
部
分
と
地
の
文
部
分
の
文
体
差
、
表
現
性
の

違
い
を
論
ず
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
は
な
い
か
と
判
断
さ
れ
る
。

　

本
資
料
に
は
、待
遇
表
現
が
豊
か
で
、補
助
動
詞
の「
た
ま
ふ
」と「
た
て
ま
つ
る
」と
は
、

会
話
部
分
、
地
の
文
部
分
共
に
よ
く
現
れ
る
読
添
語
で
あ
る
。

　

名
詞
の
読
添
語
は
、「
こ
と
」、「
と
き
」
の
形
式
名
詞
が
、
会
話
部
分
、
地
の
文
部
分

共
に
よ
く
現
れ
る
。
会
話
部
分
に
特
有
の
「
も
の
」
は
、
読
添
語
と
し
て
は
計
三
例
が

会
話
部
分
に
認
め
ら
れ
る
が
、
用
例
数
自
体
が
寡
少
で
あ
っ
て
会
話
部
分
・
地
の
文
部



分
の
文
体
差
を
論
じ
る
切
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
判
断
さ
れ
る
。

　

以
上
の
読
添
語
の
状
況
の
記
述
に
よ
っ
て
、
先
の
表
１
の
文
末
部
最
文
末
一
語
を
取

り
上
げ
て
、
そ
の
体
系
を
検
討
し
た
結
果
と
符
合
す
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
最

文
末
一
語
の
分
析
が
、
文
体
差
の
傾
向
を
捉
え
う
る
方
法
と
し
て
妥
当
で
あ
る
と
言
う

こ
と
の
傍
証
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　

お
わ
り
に

　

以
上
、
石
山
寺
蔵
仏
説
太
子
須
陀
拏
経
平
安
中
期
点
を
例
と
し
て
、
一
資
料
中
に
現

れ
る
訓
読
語
の
文
体
差
に
つ
て
の
言
及
を
行
っ
て
き
た
。
従
来
、
平
安
時
代
和
文
の
研

究
に
お
い
て
は
、
地
の
文
（
双
紙
地
）
と
会
話
部
分
の
比
較
検
討
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て

き
た
研
究
史
が
あ
っ
た
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。
そ
の
研
究
史
の
評
価
に
つ
い
て
、
稿

者
は
、
明
確
な
意
見
を
持
つ
も
の
で
は
な
い
が
、
研
究
上
の
着
想
に
よ
る
仮
説
の
検
証

が
大
き
な
動
態
を
掴
む
べ
き
成
果
を
上
げ
て
き
た
か
と
言
え
ば
、
十
分
な
も
の
で
は
な

か
っ
た
よ
う
に
感
じ
る
。
確
か
に
、
差
異
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
来
た
こ
と
を
否
定
す
る

も
の
で
は
な
い
が
、
地
の
文
と
会
話
部
分
と
の
文
体
差
に
、
体
系
的
な
視
点
か
ら
歴
然

と
し
た
表
現
性
の
差
が
認
め
ら
れ
て
き
た
か
と
言
え
ば
、
必
ず
し
も
そ
う
で
は
無
か
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
ら
れ
る
。

　

論
中
に
も
記
し
た
如
く
、
石
山
寺
蔵
仏
説
太
子
須
陀
拏
経
平
安
中
期
点
に
お
い
て
は
、

淡
々
と
綴
ら
れ
る
地
の
文
の
表
現
に
対
し
て
、
そ
の
地
の
文
に
支
え
ら
れ
た
会
話
文
は
、

表
現
性
豊
か
に
訓
読
さ
れ
た
と
認
め
て
も
良
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
こ
に
文
体
差

を
認
め
る
と
同
時
に
、
多
く
の
平
叙
文
に
よ
っ
て
地
の
文
ら
し
さ
を
表
現
さ
れ
た
淡
々

と
説
明
的
な
訓
読
語
の
基
調
と
、
表
現
性
豊
か
な
会
話
文
ら
し
い
訓
読
語
の
表
現
基
調

が
あ
っ
た
と
み
て
良
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
和
文
に
お
け
る
地
の
文
（
双
紙
地
）
の

表
現
と
会
話
部
分
の
表
現
の
差
に
比
べ
て
、
明
ら
か
な
差
異
を
認
め
て
も
良
い
よ
う
に

思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
、
些
か
粗
っ
ぽ
い
類
推
的
転
化
で
あ
る
が
、
石
山
寺
蔵
仏
説
太
子

須
陀
拏
経
平
安
中
期
点
に
お
け
る
訓
読
語
の
〝
言
〟
と
〝
文
〟
の
差
で
あ
る
と
言
い
換

え
て
も
良
い
か
も
知
れ
な
い
。

　

ま
た
、
こ
の
視
点
は
、
第
一
節
の
終
わ
り
に
触
れ
た
が
、
築
島
裕
博
士
が
構
築
さ
れ

た
和
文
語
と
漢
文
訓
読
語
の
語
彙
の
差
異
を
、
本
稿
の
検
討
に
当
て
嵌
め
た
際
、
漢
文

訓
読
語
の
内
部
と
い
う
言
語
世
界
に
限
定
さ
れ
る
が
、〝
言
〟
と
〝
文
〟
と
の
差
を
も
っ

て
、
語
彙
的
な
面
か
ら
、
更
に
進
ん
で
は
、
文
体
的
な
面
か
ら
の
検
討
、
即
ち
、
地
の

文
と
会
話
文
の
表
現
を
丹
念
に
比
較
す
れ
ば
、
理
論
的
に
は
、
築
島
博
士
の
描
か
れ
た

姿
と
は
、
異
な
っ
た
平
安
時
代
の
訓
点
資
料
の
語
彙
の
姿
が
把
握
で
き
る
道
が
あ
ろ
う

と
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
、
そ
の
実
証
の
た
め
に
は
、
本
稿
に
取
り
上
げ
た
よ
う
な
説
話

漢
文
を
訓
読
し
た
訓
読
語
資
料
を
、
論
証
可
能
な
言
語
量
が
確
保
さ
れ
る
ほ
ど
に
発
掘

を
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
現
在
、
稿
者
が
調
査
す
る
こ
と
の
で
き

た
資
料
に
お
い
て
は
、
か
か
る
試
行
が
可
能
な
ほ
ど
に
十
分
な
量
の
訓
点
資
料
を
得
て

は
い
な
い
。
今
後
の
発
掘
に
委
ね
ね
ば
な
ら
な
い
。
告
白
を
許
さ
れ
る
と
す
れ
ば
、
本

稿
の
よ
う
な
一
資
料
中
の
文
体
差
を
求
め
よ
う
と
す
る
視
点
に
特
化
し
て
の
視
角
で
は
、

稿
者
は
訓
点
資
料
を
見
て
来
な
か
っ
た
。
目
録
等
の
検
索
か
ら
始
め
て
、
資
料
の
存
在

の
把
握
、
調
査
・
移
点
か
ら
確
認
作
業
を
再
出
発
す
る
必
要
を
感
じ
て
い
る
。

　

平
安
時
代
の
訓
点
資
料
に
お
け
る
語
彙
研
究
、
ま
た
、
文
体
研
究
の
新
た
な
可
能
性

に
は
た
ど
り
着
け
た
よ
う
に
は
思
う
が
、
残
さ
れ
た
課
題
が
あ
ま
り
に
も
多
い
状
況
で

あ
る
。

　
　
　
　
　

注

　

１
、
築
島
裕
『
平
安
時
代
訓
点
本
論
考　

研
究
篇
』（
平
成
八
年
五
月
、
汲
古
書
院
）
第
二
部
第
三
章

　
　
　

第
八
節
。

　

２
、
築
島
裕
『
平
安
時
代
の
漢
文
訓
読
語
に
つ
き
て
の
研
究
』（
昭
和
三
十
八
年
三
月
、
東
京
大
学
出

　
　
　

版
会
）。

　

３
、
小
林
芳
規
・
松
本
光
隆
・
鈴
木
恵
「
石
山
寺
蔵
仏
説
太
子
須
陀
拏
経
平
安
中
期
点
」（『
訓
点
語

　
　
　

と
訓
点
資
料
』
第
七
十
一
・
七
十
二
輯
合
併
号
、
昭
和
五
十
九
年
五
月
）
小
林
解
説
、
三
〇
頁
。

　

４
、
拙
稿
「
高
山
寺
蔵
金
剛
頂
瑜
伽
経
寛
治
二
年
点
の
訓
読
法 —

訓
点
資
料
に
お
け
る
文
末
表
現
体

　
　
　

系
記
述
の
試
み—
」（『
高
山
寺
典
籍
文
書
綜
合
調
査
団
研
究
報
告
論
集 

平
成
二
十
一
年
度
』、　



　
　
　

平
成
二
十
二
年
三
月
）。

　
　
　

拙
稿
「
中
院
僧
正
明
算
の
訓
読
語
（
上
）—

宗
派
流
派
内
の
訓
読
語
体
系
の
記
述
を
巡
っ
て—

」

　
　
　
（『
広
島
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
論
集
』
第
七
〇
巻
、
平
成
二
十
二
年
十
二
月
）。

　
　
　

拙
稿
「
中
院
僧
正
明
算
の
訓
読
語
（
下
）—

妙
法
蓮
華
経
明
算
点
の
文
末
表
現—

」（『
広
島
大

　
　
　

学
大
学
院
文
学
研
究
科
論
集
』
第
七
十
一
巻
、
平
成
二
十
三
年
十
二
月
）
掲
載
予
定
。

　

５
、「
訓
読
語
基
調
」
な
る
概
念
を
設
定
し
よ
う
と
し
て
い
る
背
景
に
は
、
仏
書
漢
文
訓
読
語
に
お
け

　
　
　

る
〝
漢
文
訓
読
語
〟
を
捉
え
よ
う
と
し
た
場
合
、
従
来
の
概
念
的
な
処
理
で
は
、
本
質
が
捉
え

　
　
　

ら
れ
な
い
も
の
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
即
ち
、
仏
書
の
訓
読
語
の
系
統
的
な
展
開
を
筋
と
し

　
　
　

て
捉
え
よ
う
と
す
る
と
、
同
文
比
較
法
な
ど
に
お
い
て
の
異
な
り
が
多
様
す
ぎ
る
。
つ
ま
り
、

　
　
　

異
な
り
全
体
を
体
系
化
し
て
、
本
質
的
差
を
求
め
よ
う
と
す
る
に
は
、
状
況
が
複
雑
す
ぎ
て
体

　
　
　

系
化
で
き
な
い
憾
み
が
あ
る
（
漢
籍
に
お
け
る
同
文
比
較
法
も
、
限
界
の
あ
る
方
法
で
、
果
た

　
　
　

し
て
、
博
士
家
各
家
々
の
訓
読
法
を
体
系
的
に
抽
象
化
し
て
描
き
得
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
に

　
　
　

も
、稿
者
は
疑
念
を
抱
い
て
い
る［
拙
稿「
漢
文
訓
読
語
史
に
お
け
る
同
文
比
較
法
の
陥
穽
」（『
表

　
　
　

現
技
術
研
究
』
第
七
号
、
平
成
二
十
四
年
三
月
掲
載
予
定
］）。
こ
の
事
態
は
、
当
時
の
仏
書
訓

　
　
　

読
語
の
訓
読
生
活
の
本
質
に
繋
が
っ
て
い
る
も
の
と
予
測
し
て
お
り
、
あ
る
宗
派
中
の
あ
る
流

　
　
　

派
の
訓
読
語
が
、
例
え
ば
祖
師
か
ら
伝
承
性
強
く
伝
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
と
捉
え
切
っ
て

　
　
　

良
い
か
と
言
っ
た
疑
問
に
通
じ
て
い
る
。
訓
読
語
の
詳
細
な
共
時
的
記
述
を
試
み
よ
う
と
す
れ

　
　
　

ば
、
特
定
個
人
の
訓
読
資
料
に
絞
り
込
ん
で
行
か
な
け
れ
ば
、
訓
読
語
事
象
が
記
述
で
き
な
い

　
　
　

と
考
え
て
い
る
。
あ
る
い
は
、
そ
れ
さ
え
も
、
不
可
能
か
も
知
れ
な
い
。
院
政
期
、
あ
る
い
は
、

　
　
　

鎌
倉
時
代
に
至
っ
て
さ
え
、
白
文
の
漢
文
を
所
謂
、
祖
点
と
し
て
下
点
し
た
例
の
あ
る
こ
と
を

　
　
　

総
合
す
れ
ば
、
無
批
判
に
、
平
安
後
期
以
降
は
、
伝
承
的
な
も
の
で
あ
っ
た
と
全
体
を
捉
え
る

　
　
　

こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
と
結
論
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
確
か
に
、
移
点
の
実
態
は
あ
っ
た
が
、
そ

　
　
　

れ
が
全
て
で
は
な
い
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。

　
　
　

稿
者
の
考
え
て
い
る
「
訓
読
語
基
調
」
と
は
、
緩
や
か
な
体
系
性
を
想
定
し
た
、
言
語
印
象
の

　
　
　

よ
う
な
も
の
の
拠
り
所
と
成
っ
て
い
る
事
象
記
述
を
目
指
そ
う
と
し
て
い
る
で
あ
る
。
即
ち
、

　
　
　

仏
書
訓
読
語
の
場
合
、「
ー
ー
派
的
訓
読
語
」
と
言
っ
た
印
象
0

0

を
、
客
観
的
に
記
述
で
き
な
い
か

　
　
　

と
の
発
想
か
ら
試
行
を
繰
り
返
し
て
い
る
。

　

６
、
築
島
裕
博
士
は
、「
漢
文
訓
読
語
」
対
「
和
文
語
」
の
語
彙
的
対
立
を
体
系
的
に
記
述
さ
れ
て
、

　
　
　

両
体
系
の
性
格
を
、「
文
章
語
」
と
「
日
常
会
話
語
」
の
対
立
で
あ
る
と
捉
え
ら
れ
た
。
本
稿
に

　
　
　

も
略
述
し
た
が
、
稿
者
の
漢
文
訓
読
語
分
析
の
視
座
は
、
比
較
的
に
緩
や
か
な
「
訓
読
語
基
調
」

　
　
　

と
い
う
概
念
で
捉
え
直
そ
う
と
言
う
と
こ
ろ
に
置
い
て
い
る
。
そ
の
観
点
か
ら
す
れ
ば
、
会
話
、

　
　
　

地
の
文
の
両
方
に
出
現
す
る
共
通
語
は
、
広
く
漢
文
全
体
に
亙
っ
て
の
「
漢
文
訓
読
語
基
調
語
」

　
　
　

と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
語
詞
で
あ
ろ
う
し
、
会
話
専
用
の
語
は
、
漢
文
訓
読
語
で
も
会
話
に

　
　
　

限
っ
て
出
現
す
る
と
い
う
偏
り
を
見
せ
る
「
会
話
専
用
語
」
と
言
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
か
か
る

　
　
　

新
た
な
概
念
を
適
用
し
て
、
パ
ラ
ダ
イ
ム
を
組
み
直
し
、
当
時
の
概
念
的
枠
組
み
に
近
づ
く
こ

　
　
　

と
が
、
理
論
的
に
は
可
能
で
あ
ろ
う
と
考
え
る
。
た
だ
し
、
実
証
的
な
実
践
的
記
述
は
、
後
に

　
　
　

委
ね
ね
ば
な
ら
な
い
。

　

７
、
拙
稿
「
中
院
僧
正
明
算
の
訓
読
語
（
下
）—

妙
法
蓮
華
経
明
算
点
の
文
末
表
現—

」（『
広
島
大

　
　
　

学
大
学
院
文
学
研
究
科
論
集
』
第
七
十
一
巻
、
平
成
二
十
三
年
十
二
月
）
掲
載
予
定
。

　
　
　

右
の
拙
稿
に
お
い
て
、
文
体
的
視
点
か
ら
、
過
去
の
助
動
詞
「
き
」・「
け
り
」
の
出
現
は
、
説

　
　
　

話
構
造
と
関
わ
る
こ
と
を
論
じ
て
い
る
。

　

８
、
注
４
に
掲
げ
た
三
文
献
。

　

９
、
拙
稿
「
中
院
僧
正
明
算
の
訓
読
語
（
上
）—

宗
派
流
派
内
の
訓
読
語
体
系
の
記
述
を
巡
っ
て—

」

　
　
　
（『
広
島
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
論
集
』
第
七
〇
巻
、
平
成
二
十
二
年
十
二
月
）。

　
　
　

稿
者
の
理
論
的
な
仮
設
に
拠
っ
て
、
整
理
集
計
し
た
も
の
で
、
当
然
な
が
ら
、
別
の
理
論
的
根

　
　
　

拠
を
も
っ
て
最
文
末
一
語
の
認
定
が
成
さ
れ
る
場
合
は
、
論
者
に
よ
っ
て
、
計
数
等
の
基
礎
的

　
　
　

情
報
収
集
の
結
果
が
異
な
る
こ
と
は
、
十
二
分
に
予
想
さ
れ
る
。

　

10
、
拙
稿
「
漢
文
訓
読
語
史
に
お
け
る
同
文
比
較
法
の
陥
穽
」（『
表
現
技
術
研
究
』
第
七
号
、
平
成

　
　
　

二
十
四
年
三
月
掲
載
予
定
）
に
お
い
て
、
帰
納
法
、
演
繹
法
に
対
し
て
の
誤
認
識
が
根
強
い
こ

　
　
　

と
を
批
判
し
た
。

　

11
、
拙
稿
「
漢
籍
訓
点
資
料
に
お
け
る
訓
読
語
の
位
相
と
文
体—

複
製
資
料
に
依
拠
し
た
研
究
を

　
　
　

巡
っ
て—

」（『
古
典
語
研
究
の
焦
点
』
平
成
二
十
二
年
一
月
、
武
蔵
野
書
院
）。

　
　
　
　
　
［
付
記
］

　
　
　

本
稿
を
、
本
年
四
月
に
ご
逝
去
さ
れ
た
築
島
裕
博
士
に
献
じ
た
い
。
築
島
裕
博
士
に
は
、
物
心

　
　
　

と
も
に
多
大
な
る
学
恩
を
忝
く
し
た
。
学
問
上
で
最
も
影
響
を
受
け
た
方
の
お
一
人
で
あ
る
。

　
　
　

謹
ん
で
追
善
の
縁
と
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

　
　
　

本
稿
の
浄
書
に
あ
た
っ
て
は
、
京
都
大
学
・
木
田
章
義
氏
の
ご
助
言
を
戴
い
た
。
記
し
て
深
謝

　
　
　

申
し
上
げ
る
。


